
 
 
 
 
 
 
 

第 1577 回例会 

平成 21 年 6 月 22 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「手に手つないで」 

３．出席報告 

会員総数 69 名 出席者数 40 名 

  出席率 57.97％ 前回修正出席率 72.46％ 

 

４．会長スピーチ      会長 宮田 貞三君 

皆様、今日は。 
 この１年を振り返っ

て感じた事は、ロータリ

ーは歯車の輪でなく、心

をなごませる和の心、人

の和であり、和の大切さ

を教わりました。ひとり

では何も出来ません。皆

様の暖かい思いやりの

心と力をお借りしての

１年間でした。大変お世話になりました。 
 近頃のRIの変革で気づいた事は、西洋と東洋の文

化、思想の違いです。CLPの問題、決議23-24の削

除、ロータリー財団の地区財団活動資金の重点分野

へのシフトと、マッチンググラウドが多額になった

事など、RIにおいてもアメリカの考え方がリードし

ている。そして人間の役に立つもののみを大切にす

る西洋の思想がすべて良いとは限らない。 
 自然を崇拝し、身の回りの大きいものから小さい

もの、生命あるものすべてを大切にする東洋の思想

も大事です。 
 人類は文化、思想が違っていいのです。その違い

を認めるのもロータリーの大きさです。変革も大切

ですが、自主性を重んじ、クラブによって色々な味

の違いがあってもよい気がします。 
 人にもそれぞれ能力に違いがあります。今年度は

例年と違い不充分で不行き届きの点、沢山ありまし

たが、皆様の大きな思いやりの心でご容赦いただき

たく御願い申し上げます。 
 来週は最終例会となっています。皆様お誘い合わ

せての出席、御願い申し上げます。 
 本日は本年度の卓話のトリを平尾PGにお願いし

ました。御静聴お願いします。 
 
５．幹事報告         幹事 山田 耕造君 
○例会臨時変更のお知らせ 
橋本紀ノ川 RC 7 月 7 日(火)→7 月 5 日(日) 

橋本カントリークラブ（初家族例会） 
○７月ロータリーレート 

１＄ ＝ ９８円 
 
６．会員卓話     「ロータリーとポリオ」 

パストガバナー 平尾 寧章君 
ロータリーは 1985 年か

ら、ポリオ根絶に乗り出し

ました。ロータリーだけで

は出来ませんので WHO（世

界保健機関）、CDC（米国感

染源研究所）、ユニセフと共

にすすめてきました。 
 ロータリーでは 1986 年

に、クラブにポリプラス委

員会を作り、世界で約 4 億

集めました。 
 初めは西暦 2000 年を目標に、根絶を目指しました。

年 35 万人以上発症していたポリオは、年 5000 人程

度になりましたが、根絶は 2005 年のロータリー100
周年を目標に、再度寄付を募り、ウィルキンソン年度

までに、計 6 億集まりましたが、インドのパキスタン

の一部、ナイジェリア、アフガニスタン等に年 1,000
人程度の発症があります。 さらに、発症 0 に近づけ

るには 5～6 億ドルが必要です。そのため、昨年ビル

ゲイツ財団が 1 億ドル出しますから、ロータリーもさ

らに 1 億ドルを集めることになり、さらに今年の 2
月の国際協議会の会場にビルゲイツさんが来まして、

さらに 2 億 5000 万余りを寄付するから、ロータリー

もさらに 1 億を寄付して下さいとのことになりまし

た。この 2 億ドルを捻出するに当たって、2640 地区

は会員数からして 45 万ドル必要です。地区には会員

の皆様が財団寄付をした半分が DDF（地区財団活動

資金）戻ってきています。 
 2640 地区は、DDF を国際親善奨学生に全部使って
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来ましたが、学生が少なくなり、40 万ドル強が余っ

ていますので、その DDF をとりくずし、払うことに

なりました。ポリオ根絶はいつになるか、限りなく 0
に近づけるために、あともう少しであって欲しいもの

です。 
 
７．閉会点鐘 
 

次回例会 
   第 1578 回例会 21 年 6 月 29 日(月) 
     海南商工会議所 ４F 18：30～ 
        2008-2009 年度 最終例会 
 
 
 
 
山名正一君  金川先生にお世話になりました。 
山田耕造君  今日を含めて２回になりました。何と

か完走できそうです。 
平尾寧章君  今日、卓話します。 
宮田貞三君  今年度、皆様にお願いごとばかりしま

した。ご協力いただき有難うございま

した。 
 
 
 
 
 
ポリオ撲滅への闘い 
 “ポリオ”年配の方には「小児まひ」といった方がわ

かりやすいかもしれません。かつて、日本でも大流行

をしたことがありますが、ポリオウィルスは手や足な

どに麻痺を起こさせることがあり、肺の筋肉が麻痺す

ると、呼吸ができなくなり、死に至ることもある恐ろ

しい病気です。1979 年 9 月、国際ロータリーは、フ

ィリピンで、生後 3 か月から 36 か月の子ども約 600
万人に対して、5
か年計画のポリオ

免疫活動を始めま

した。これが、ロ

ータリーかポリオ

撲滅に取り組んだ

第一歩です。1985
年、国際ロータリ

ーでは、ロータリ

ー創始 80 周年に当たって、「ポリオ・プラス計画」を

発表。プラスとは、はしか、ジフテリア、破傷風、百

日咳、結核を指しますが、ポリオだけでなく、これら

の病気についても予防接種を実施することになりま

した。1985 年は、国連総会で、ユニセフの「予防接

種普及事業（ＥＰＩ）」推進決議が、国連 40 周年記念

事業となった年でした。当時、各国元首とともに、ロ

ータリーも NGO（非政府組織）として、この決議に

賛同、署名しています。日本では、これに先駆けた

1982－83 年度、東京のロータリアンたちが、南イン

ドにポリオワクチンを送り、

地元のロータリアンと協力し

て子どもをポリオから救うこ

とを計画し、実行しています。

日本国内では、募金総額 40
億円を最終目標として、1986
年 7 月から、5 年計画のポリ

オ・プラスの募金キャンペーンが始まりました。日本

中のロータリアンの積極的に取り組み、このキャンペ

ーンが展開され、5 年間で、目標額をはるかに超える

約 49 億円の寄付金を集めることができました。国際

ロータリーでは、1989 年 6 月までの 3 年間をキャン

ペーン期間として、米貨 2 億 4,700 万ドルを集めまし

た。これは目標額の 2 倍に相当します。 
 
ロータリー100 周年に向けて新たな展開 
ロータリーが創立 100周年を迎える 2005年 2 月に

までにポリオの撲滅を実現しようと、新たな「ポリオ

撲滅キャンペーン」を展開しました。この時点で、ポ

リオは 99％撲滅したといわれていましたが、残りの

1％は、紛争地帯やへき地など、ワクチンを投与する

のに困難な地域が多く、それまで以上に多くの資金と

を必要としていました。目標額は 8,000 万ドルです。

この結果、2003 年 6 月末の時点で、誓約も含めて 1
億 1,150 万ドル以上が集まりました。ポリオの撲滅に

乗り出して以来、ロータリアンたちは、お金を集めて

いただけではなく、道路もないようなへき地に分け入

り、紛争地帯に赴き、実際にポリオワクチンを子ども

たちに届けるための活動もしています。紛争地帯では、

双方の代表者を説得してポリオワクチン投与のため

に一時休戦にしたり、宗教上などの理由からポリオワ

クチンの投与を拒む人々を説得したり、さまざまな活

動をしてきました。それぞれの地域で、ロータリアン

たちがさまざまな形で、すべての子どもたちにポリオ

ワクチンの投与をするために努力を続けています。 
 
ポリオとの闘いを終わらせるために 
 ポリオ撲滅に向けて、ロータリーが調達した額は、

2007 年時点で、6 億 6,300 万ドルを上回ります。国

際ロータリーは、ビル・ゲイツ財団と協同して、世界

ポリオ撲滅に必要とされる 2 億米ドルを投入するこ

とを発表しました。ゲイツ財団から 1 億ドルの補助金

を受領し、この時点から 3 年間にこれと同額の資金を

調達するための募金活動を行っています。ロータリー

は世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）における予防接

種活動を直接支援するために、2007 年 11 月から 1
年以内に、最初の 1 億ドルを投入していく予定です。

世界ポリオ撲滅推進計画とは、世界保健機関（WHO）、

国際ロータリー、米国疾病予防管理センター（CDC）、

ユニセフが協同して主導する活動です。 
ポリオの残る国は、アフガニスタン、インド、ナイ

ジェリア、パキスタンの、あと 4 かとなりました。し

かし、最後の闘いはこれまでで一番大変な闘いとなる

でしょう。 

会報・ＩＴ委員会   委員長 西川 富雄  副委員長 吉野 稔  委員 山東 剛一、田村 能孝、吉田 昌生 山畑 弥生


